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オイカワは福岡県でハヤと呼ばれており，特に筑後地

方で需要が多い。加工品は「ハヤの飴煮」として珍重さ

れ，高価格で取り引きされている。本県の内水面漁業協

同組合ではアユと並ぶ重要種として，移植放流等によっ

て増殖を図っている。

しかし，近年漁場環境の悪化等により，オイカワ資源

が著しく減少し，放流用天然種首が確保できない状態で，

天然資源に依存する手法では，資源増大が困難となって

いる。

オイカワの種苗生産は，コイ等の養殖池で租放的な自

然生産事例はみられるが，本格的な種苗生産に取り組ん

だ報告は少ない。

本報告では，オイカワ種苗生産における有効な採卵方

法について検討した。

方　　　　法

1.採卵技術開発試験

親魚は1994年1月に採捕し，20トンコンクリート水槽

で，アユ用配合飼料を投与し飼育した天然魚約1，000尾

を使用した。4月中旬になり水温が20℃に近づくと，雄

は婚姻色を呈し，雌は腹が膨らみ始めたので，4月18日

に図1に示した二重底産卵床（長さ50cmX幅35cmX高

さ16cm）を水槽の底に設置した。

（1）人工採卵試験

試験は，二重底産卵床に近づいてきた雌親魚10尾を取

り上げ卵を別々に搾り，これに，雄3尾分の精液を混ぜ

て乾導法による受精を1995年5月17日及び6月14日の2

回行った。

2回目の試験では，5月24日から6月7日までの15日

間水温を約15℃まで下げ，再び約20℃の自然水温に戻す

方法で温度刺激を与えた。水温変化は冷却開始時が1時

間に約1℃で，昇温時が1時間に約0．9℃であった。

（2）自然採卵試験

他の親魚による食害を防ぐために産卵床の底を二重に

し，卵だけが二重底に落ちるようにした二重底産卵床は，

5月5日から8月1日まで使用したが，ふ化率が低下し

たため8月2日から9月11日までは図1に示す二重底吸

引取上産卵床（直径45cmX高さ20cm）を使用した。二

重底産卵床は午前中に設置し，翌日の朝に引き上げて卵

を回収した。二重底吸引取上産卵床は毎週1回洗浄のた

め引さ上げる以外は常時設置し，卵はホースで親魚水槽

外に吸い出し，小型円形水槽に収容した。卵を吸い出す

水量は，毎分約4．5lに調節した。小型円形水槽には，

地下水を毎分約2l添加し，水温の上昇を抑えた。卵は

毎日午前中に回収し，計数後直ちに4ppmのマラカイト

グリーンで30分間消毒した後ふ化瓶に収容した。ふ化は

地下水（19～20℃）を用い，流水で行った。ふ化直後の
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まだ遊泳不能な仔魚を計数し，ふ化率を求めた。

2.ふ化仔魚飼育試験

試験に用いたふ化仔魚は，6月10日から9月11日に採

卵したものをすべて使用し，ふ化後そのままふ化瓶で2

日ほど無給餌で飼育したものを1トンFRP円形水槽に

収容した。飼育水は，地下水を用い，餌は天然飼料（ミ

ジンコ）及びコイ用配合飼料を与えた。

結果及び考察

1.採卵技術開発試験

親魚の摂餌は，4月から8月上旬まで活発であったが，

8月中旬以降は減少する傾向が見られた。試験期間を通

じ病気の発生は認められなかった。天然採卵試験期間中

の親魚水槽温度の推移と採卵数は図2に示したとおりで

ある。産卵は，20℃を越えた5月5日に始まり，20℃を

下回った9月11日まで断続的に確認できた。産卵期間は

130日間であった。また，産卵床が異なるので一概には

比較できないが，前年の1994年は市販の配合飼料にアス

パリナで栄養強化を行い最高87％のふ化率であったが，

今回は市販のアユ配合飼料のみでも最高88％のふ化率が

得られた。

図2　親魚水槽の水温と採卵数の日別推移
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（1）人工採卵試験

1回目の採卵試験は，雌1尾のみ少量の受精卵が得られ

たが，他の9尾は受精しなかった。温度刺激を加えた2

回目は，卵の熟度が悪く受精卵は得られなかった。今回

行った程度の温度刺激方法では，産卵親魚の成熟には，

影響を及ぼさなかったと判断された。

（2）自然採卵試験

オイカワは産卵後に卵を保護しないので，自然界でも

同種及び他種魚からの食害が多い3）。前年の1994年に水

槽内の人工産卵床でも他の親魚による食害が観察された
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ので，産卵床を二重底にし，食害を少なくした。

親魚水槽の水温とふ化率の関係を図3に示した。二重

底産卵床は，水槽の水温がおおむね21℃以下では，ふ化

率が高かったが，23℃以上ではふ化率が1％前後と悪く

なった。8月1日の夜に産卵直後の卵を回収し，直ちに

ふ化瓶に移したところ，水槽の水温は23．7℃であったが，

ふ化率が63．7％であったことから，卵は22℃以上の高水

温に一晩放置するとふ化率が落ちることがわかった。こ

のため，産卵床を改良し，卵を自然吸引し親魚水槽外の

小型円形水槽に取り上げ，地下水を添加し22℃以下に保

つことで，ふ化率は大きく向上した。ふ化が確認された

最高水温は24．8℃であったが，ふ化率は52．4％と高水準

であった。
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図3　産卵床別の親魚水槽水温とふ化率の関係

オイカワは，多回産卵で産卵期が長く，産卵盛期が明

確でない。人工採卵では，熟度選別及び採卵作業を頻繁

に行う必要があり，網ずれに弱いことから何度もさわる

と親魚を衰弱させることになり，採卵率が低い1・2）。大

量人工採卵には，親魚を大量に確保するか，効果的な産

卵促進方法を開発する必要がある。しかし，今回の試験

結果及び抱卵数が少なく，少量ずつ多国産卵するオイカ

ワの種特性から，人工採卵よりも産卵床を用いた自然採

卵が，有効であると判断された。

2.ふ化仔魚飼育試験

仔魚は順調に成長し，1995年10月26日現在の平均全長

33．9mm（23．8～41．3mm），推定9，490尾で，ふ化仔魚

からの生残率は56．7％であった。ふ化後3週間程度から，

配合飼料のみの飼育が可能で，稚魚は共食いも少なく，

病気の発生もみられなかった。
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要　　　　約

1）親魚養成時の餌料として，市販のアユ用配合飼料を

用いたが十分成熟した。

2）オイカワは産卵期が3カ月から4カ月と長く，明確

な産卵盛期がないため，今回の人工採卵法では採卵率が

低かった。

3）産卵床は二重底にすることで食害を減らすことがで

きた。また，親魚水槽内に放出された卵を常時ホースで

吸い出し，適温管理することで，親魚水槽が高水温時で

も高いふ化率が得られた。

4）稚魚は共食いも少なく病気の発生もみられず，ふ化

仔魚から平均全長33．9mmまでの生残率は56．7％であっ

た。
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